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大学スポーツはどう変わるか？
～日本版NCAAへの期待～



日本版NCAA創設事業

•大学横断的かつ競技横断的統括組織
•運動部員（スチューデント・アスリー
ト）、指導者、運動部、その所属大学、
および大学競技連盟（学連）による共
同組織

•プラットフォーム～課題に対して共同
して対応➔大学スポーツと大学の発展
を促進

•大学の発展～帰属意識の向上、コミュ
ニティづくり
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日本版NCAA創設事業

• 民間企業には➔経団連

• 農業者には➔農協（JA)

• 高校スポーツには➔高体連

• アメリカの大学スポーツには➔NCAA

• イギリスの大学スポーツには➔BUCS

•日本の大学スポーツには?

•自主自立 ガバナンス
コンプライアンス
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では、かたまりとなって、
どんなことをやるのか？

➔本家NCAAの理念は？
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NCAA～全米大学スポーツ協会

•大学スポーツの中央統括機構
• 所属大学の運動部間の連絡調整、管理など、さまざま
な運営支援

• 1123の加盟大学
• 46万人以上の選手Student-athlete

• 当該競技に関わる自己負担なし
• 訓練費用、用具、遠征費など

• 3つのディビジョン
• 39の連盟（カンファレンス）
• 24の競技、90の大会の運営（１０００億円超の興行
収入）

• 大学スポーツ市場規模は１兆円超

•専任スタッフ500人
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NCAAの成り立ち

• 1906年創設
• 大学対抗アメフトにおける負傷や死亡事故の
多発

•アメフト、バスケの人気が沸騰（1920年代
～）
• スカウティング、学力基準にルール導入が求
められる

6



NCAA、3つの理念
• Academics（学業との両立）

• 練習時間の制限
• シーズン中～1日4時間、週20時間、1日の休息日など

• 学業成績により選手資格を制限
• 入学時（高校時代）の成績
• 入学後は、取得単位数や成績

• Well-being（安全と健康）
• 健康保険
• 補償制度
• 食糧保証（DIとDII）

• Fairness（公正）
• 男女平等（title Ⅸ) 、LGBTへの配慮
• 奨学生の数
• Academics, well-beingなどもfairnessの一環
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Athletic Department
•スポーツ局

•学内の運動部を統括
•学長（理事長）の直轄

•スポーツ局長（Athletic Director)
• 経営管理

• NCAA規則の運用

• 人事（運営スタッフ、各部指導者）

• 施設管理

• 資金集め（学内、学外）

•所属1123大学計10万人以上の雇用
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大学スポーツの振興に関する検討会議
（２０１６年４月～）
➔日本版NCAA検討のタスクフォース

日本版NCAA創設に向けた
学産官連携協議会（2017年９月～）

3つのWGで制度設計
・安全安心
・学業充実
・マネジメント

大学スポーツ振興を推進する大学の選定（8大学）
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ここまでの検討状況について



大学スポーツの可能性

⚫ 人格の形成
➢フェアネスの精神、目標に向かっての努力・鍛練、
スポーツマンシップ

⚫ 学内、卒業生、地域のコミュニティ形成

⚫ スポーツの発展、社会の発展に寄与する資源
➢オリンピアンの2/3

➢歴史と伝統に彩られた対抗戦

➢人材、施設、ネットワークなど
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大学スポーツの課題

⚫大学スポーツの課題
⚫自主・自律の課外活動としての位置づけ

⚫大学の競技団体（学連）は、競技・地域ごとの
組織で、法人格を有しない組織も存在。

➢学生アスリートの学業環境
➢指導者や資金の確保
➢責任体制、事故・事件時の対応
➢大学の教育・研究との連携
➢ナレッジの共有（大学間・学連間の連携、横
展開）
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日本版NCAA設立準備委員会

• 7月24日に発足
• ８７大学、２３団体

• 2019年2月の創設をゴールとして

•詳細は、作業部会で・・・
• 学業充実

• 安全安心・医科学

• 事業・マーケティング

13



入学前から在学中、卒業後のキャリア支援まで一気
通貫で整備すべき内容を検討

学業充実分野

No. テーマ名

1 入学前からの動機付け

2 学習機会確保

3 成績管理・対策、さらなる動機付け

4 キャリア支援
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事故情報の集約や安全ガイドラインの整備から、ガ
バナンス体制構築、指導者研修など

安全安心・医科学分野

5 事故情報の集約化

6 共通ルールの設定

7
ガバナンス体制の構築、ハラスメントや暴
力等に関する相談・対応体制の構築

8 指導者研修
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法人設立に向けた組織整備、プラットフォームや広
報・スポンサープログラムの策定

事業・マーケティング分野

9 大会レギュレーションの整備

10 個別データの管理・活用

11 シェアードサービスの提供

12
大学SA支援、マーケティング・会計ルールに
関するガイドライン整備

13 広報戦略の策定・展開

14 スポンサープログラム及び賛助制度の策定

15 組織整備 16



スポーツ局の設置
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大学スポーツ振興の推進事業選定大学①
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大学スポーツ振興の推進事業選定大学②
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ご清聴ありがとう
ございました

20



Appendix

• NCAA付記
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NCAA

SEC (14)

Texas A&M Alabama Florida

BIG12(12) Ivy(8)

D1
(346校）

D2 (307校）

D3 (439校）
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2014-15年NCAA所属大学
収入ランキング

順位 大学 カンファレンス 総収入

1 Texas A&M SEC $193 

2 Texas Big 12 $184 

3 Ohio State Big Ten $167

4 Michigan Big Ten $152

5 Alabama SEC $148

6 Florida SEC $147

7 LSU SEC $139 

8 Oklahoma Big 12 $134

9 Tennessee SEC $126

10 Penn State Big Ten $125

top bottom 平均

NFL $539 $229 $286 

MLB $461 $159 $237 

NBA $295 $109 $152 

NHL $142 $61 $88 

EPL $609 $94 $215 

単位：100万米ドル
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